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、ます
んすま (γ
おめγャぅ;マ、

わたしたち「魚津の三人小町」が

ご案内します

し
ん
き
ろ
う
ロ
ー
ド
沿
い
で
、
な
ん
だ

か
ざ
ん
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
が
自
に
け

き
ま
す
、ガ
、
ご
在

J

じ
亡
す
か
0
・

現
在
、
着
々
と
工
事
を
進
め
て
い
る
「
魚

津
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ト
l
ム
L

万
、
そ
の

正
体
で
す
。
産
業
の
発
展
と
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
の
盛
り
上
が
り
を
翻
に
、
魚
津
の

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
複
合
施
設
。

今
年
、
魚
津
に
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
ガ
生

ま
れ
ま
す
c

プシ

魚
津
駅
か
ら
歩
い
て

7
分
、
そ
の
姿
は
、

波
を
連
想
さ
せ
る
屋
根
の
形
と
、
一
怪
気
機

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
展
望
塔
に
よ
り
、
「
海

に
開
か
れ
た
魚
津
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

-

人
々
が
憩
う

魅
力
あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り

• 
制
の
か
お
り
を
感
じ
な
が
ら
、
正
面
の

道
路
か
ら
建
物
に
つ
づ
く
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
。

樹
々
に
導
か
れ
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
を
ぬ
け
る
と
、
そ
こ
に
は
、屋
内
の
雰
囲

気
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
ア
ト

リ
ウ
ム
(
屋
似
の
か
か
っ
た
吹
き
抜
け
の

空
間
)
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自
然
を
肌
に

感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
、
っ
か
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

a 



H

う
お
づ
M

っ
て
ど
ん
な
街
つ
・

特
産
品
の
紹
介
や
、
魚
津
市
を
中
心
と

し
た
新
川
地
域
を
支
え
る
産
業
の
紹
介
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
生
活
の
一
部
を
紹
介
し

て
く
れ
る
地
場
産
品
常
設
展
示
場
。
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
も
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
で
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
の
観
光
情
報
か
ら
、
話
題
の
ス

ポ
ー
ツ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
、
み
な
さ

ん
が
今
知
り
た
い
情
報
を
引
き
出
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
振
り
向
け
ば
、
ス
ラ
リ
と
そ
び

え
立
つ
展
望
塔
。
透
明
感
の
あ
る
エ
レ
ベ

新年のごあいさつ
ネ青

ー

l
 

'
E
E
J
 

石魚津市長

ー
タ
ー
を
利
用
し
て
交
流
学
習
室
へ
。
き

あ
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
魚
津
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
よ
。

清
ら
か
な
水
を
与
え
て
く
れ
る
、勇
壮
な

立
山
連
峰
。
夕
陽
を
包
み
込
む
よ
う
に
受
け

入
れ
る
、
不
思
議
と
幻
想
の
海
、

富
山
湾
。

必
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
魚
津
市
は
、

ど
ん
な
ふ
う
に
映
る
で
し
ょ
う
。

、
居
丸

は
、

料
は
い

館

ず

さ

入

き

だ

の
。
く

で
ん
し

ま

せ

越

こ
ま
あ

こ
り
巳

い
翠

新年明けましておめでとうございます。

21世紀を目前にし急速に進展する少子・

高齢化、情報化、国際化の中、多様化する

市民のニーズに的確に応え、 「市民との対

話と協調」をモ ットーに、誰もが夢と希望

をもてる豊かで住みよい魚津の実現に向け

て遇進する所存でございます。

市民の皆機には、今後とも一層のご支援、

ご協力を賜りますとともに、ご健勝とご多

幸を心からお祈り申し上げます。

-

使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

-

ス
ポ
ー
ツ
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
、

座
談
会
に
。
屋
恨
が
か
か
っ
た
公
園
感
覚

で
、
利
用
で
き
ま
す
よ
。

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

「円京近
、
運
動
不
足
で
:
:
:
」
「
ち
ょ

っ
と
太
っ
た
か
な
?
」
「
も
っ
と
体
力
を

つ
け
た
い
1

」
と
い
う
方
に
は
、
ア
リ
ー

ナ
2
階
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
、
南
側

2
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
。

1
周
2
2
0
メ
ー
ト
ル

の
ラ
ン

ニ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、

天
候
に
関
係
な
く
ジ
ョ
ギ
ン

グ
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
で
明
る
い
雰
囲
気
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
に
は
、
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
が
揃
い
、
手
怪
で
豊
富
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
と
、
元
気
で
税
切
な

ス
タ

ッ
フ
が
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
、
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
わ
や
か
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

町
内
の
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
や
社
内
の

運
動
会
な
ど
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
、
思
わ
ず
大
の
字
に
寝
そ
べ
っ
て
み
た

く
な
る
よ
う
な
ア
リ
ー
ナ
で
。

太
陽
の
め
ぐ
み
を
い
っ
ぱ
い
に
取
り
入

れ
た
空
間
で
、
響
き
わ
た
る
笑
い
声
の
中
、

き
わ
や
か
な
汗
を
光
ら
せ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

き
っ
と
、
心
が
元
気
に
な
り
ま
す
よ
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
ア
リ
ー
ナ
と
も
、
汗
を
か
い
た
後
に

は
更
衣
室
に
設
置
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ワ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
汗
を
流
し
て
、
心

も
体
も
ス

ッ
キ
リ
1

サ

ッ
パ
リ
1

a 



お
は
な
し
大
好
き
/

「さて、今度は伺のはな
しをしようかな・・・・・・」

-

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

目
か
は
な
せ
な
い

• 
「
見
本
市
は
産
業
展
示
館
で
。

ス
ポ
ー

ツ
は
体
育
館
で
口

こ
の
よ
う
な
枠
を
取
り

払
っ
た
の
が
、
こ
の
ド

l
ム
の
特
徴
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の

可
能
性
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

1

し
ょ
、
っ
。

産
業
展
示
会
、
即
売
会

自
動
車
の
新
車

・
中
古
車
展
示
会
を
は

じ
め
、
絵
画
や
写
真
の
展
示
。
生
鮮
農
産

物
や
農
産
加
工
品
、
鮮
魚
や
水
産
加
工
品

の
展
示
即
売
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に

対
応
で
き
ま
す
。

今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
魚
津
市
の
特
産

品
や
、
日
頃
お
目
に
か
か
れ
な
い
物
産
品

に
触
れ
、
工
業
機
械
の
最
新
技
術
に
も
出

会
え
ま
す
。
手
に
持

っ
た
お
土
産
と
い

っ

し
ょ
に
、
新
し
い
知
識
と
感
動
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
こ
の
ド

l
ム

へ
の
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
企
画
と
、
み
な
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

手
に
汗
に
ぎ
る
熱
戦

H
2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体

H
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
会
場
と
な
る
、
魚
津
テ
ク
ノ
ス

ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
。
国
体
に
先
駆
け
て
開
催

さ
れ
る
の
が
、

万
1
9
9
8
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
u

の
男
子
魚
津
大
会
。
世

界
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
男
子

M

か
園
、
女
子
日
か
国
が
日
本
に
集
結
し
、

圏
内
日
都
市
延
べ
凶
会
場
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
の
大
会
。
魚
津
市
で
は
、

男
子
4
チ
ー
ム
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
を

か
け
て
戦
い
ま
す
。

世
界
選
手
権
開
催
は
、
今
年
日
月
日
日

(金
)
か
ら
日
日
(
日
)ま
で
の

3
日
間
で
、

テ
レ
ビ
で
は
味
わ
え
な
い
興
奮
を
肌
で
感

じ
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ほ
か
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
{
永

か
ら
、
国
際
級
の
大
会
ま
で
、

室
内
ス
ポ

ー
ツ
の
ニ

l
ズ
に
お
応
え
し
ま
す
。

みなさんもいっしょlこ
楽しみ、いっしょに応援
してみませんか。

産
業
展
示
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
そ
れ
ぞ

れ
の
一
体
利
用
、
又
は
独
立
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
同
時
開
催
で
き
る
の
が
、
魚
津
テ
ク

ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド

l
ム
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

で
は
、
そ
の
他
に
ど
ん
な
催
し
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
。

夢
じ
ゃ
な
い

首
都
圏
な
ど
で
は
よ
く
開
催
さ
れ
て
い

る
ビ

ッ
グ
ラ
イ
ブ
。

。
い
ま
人
気
絶
頂
の

ア
ー
チ
ス
ト
が
、
大
勢
の
観
客
を
前
に
熱

狂
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
披
露
す
る
。
の
は
、

ど
こ
か
遠
く
の
街
の
話
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
期
待
で
き
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
か
わ
っ
て
、
ま

a 



た
野
外
ス
テ
ー
ジ
と
も
違
っ
て
、
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
に
4
、
0
0
0
人
近
く
も
の
観

客
で
賑
わ
う
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
が
、
魚
津

/

テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
で
も
楽
し
め
る

ー

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
や
雑

l
/
誌
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

i
l
L
あ
の
ア
ー
チ
ス
ト
と
い
っ
し
ょ
に
、
楽
し

H
A
¥

い
時
間
を
過
ご
す
の
も
夢
で
は
な
さ
そ
う

ー
ー
↓

で
す
ね
。

-
に

愛

• 
魚
津
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
の
冷
暖

房
の
熱
源
は
、
隣
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処

理
水
な
の
で
す
。
通
常
な
ら
重
油
な
ど
を

燃
や
し
て
冷
暖
房
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
空
調
設
備
の
特
徴
を
簡

単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
集
ま
っ
て
き
た

生
活
排
水
な
ど
を
浄
化
処
理
し
て
、
き
れ

い
に
な
っ
た
水
を
海
に
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
処
理
水
は
、
冬
は
外
気
よ
り
温
度
が

高
く
、
夏
は
外
気
よ
り
温
度
が
低
い
と
い

う
こ
と
を
利
用
し
て
冷
暖
房
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

本
来
、
海
に
流
さ
れ
る
だ
け
の
処
理
水

を
、
魚
津
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
の
空

調
設
備
の
た
め
に
再
利
用
す
る
。

い
ま
注

目
さ
れ
て
い
る
、
地
球
に
や
さ
し
い
冷
暖

房
で
す
。

こ
の
画
期
的
な
冷
暖
房
設
備
の
中
、
み

な
さ
ん
も
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地

球

を

主
な
施
設
の
概
要

-
ア
リ
ー
ナ

2
、
4
0
0
附
(
印
m
×
叩

m
)

観

客

席

固

定

席

2
、
1
4
1
席

可
動
席

1
、
7
2
0
席

ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路

1
周

2
2
0
m

収
容
人
数
例

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
卜

3
面

約

2
、
1
0
0
人

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
ト

1
面

約

5
、
0
0
0
人

・
相
撲
、
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど

約

5
、
5
0
0
人

・
運
動
会
や
綱
引
き
大
会
な
ど

約

3
、6
0
0
人

・
フ
ロ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
の

文

化

イ

ベ

ン

ト

約

4
、
0
0
0
人

.
サ
イ
ド
ス
テ
ー
ジ
で
の

文

化

イ

ベ

ン

ト

約

3
、
0
0
0
人

競
技
コ

l
卜
例

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

3
面

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

3
面

・
テ
ニ
ス

3
面

・

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ロ

面

・

卓

球

却

面

.
産
業
展
示
ホ

l
ル

7
0
2
附

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
防
塵
仕
上

給
排
水
設
備
、
音
響
設
備

avそ
の
他

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
研
修
室
、
交
流
学

習
室
、
地
場
産
品
常
設
展
示
場
、
屋
外

展
示
場
、
主
催
者
室
、
ア
ト
リ
ウ
ム
、

更
衣
室
(
シ
ャ
ワ
ー
完
備
)
な
ど

宗宗主以ト言書編

魚津テクノスポーツドームでは、軽食、喫茶

コーナーのテナントを募集しています。

条件など、詳しいことはお問合せください。

魚津テクノスポーツドームに関するお問合せは

テクノスポーツドーム開設準備室 ft23-1093 
(魚津市役所3階)まで



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
平
成
日
年
の
新
春
を

迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
心
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
市
政
の
進
展
に
つ
き
ま

し
て
市
民
各
位
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
桃
山
運
動
公
園
に
ま

ち
の
か
お
づ
く
り
事
業
・村
木
小
学

校
プ

l
ル

・
上
野
方
の
農
業
集
落

排
水
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
魚

津
港
北
地
区
の
拡
張
や
テ
ク
ノ
ス

ポ
ー
ツ
ド

l
ム
な
ど
継
続
事
業
も

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
快
適
で
住
み
良
い
活

力
に
み
ち
た
魚
津
市
実
現
の
た
め
、

産
業
基
盤
を
支
え
る

8
号
バ
イ
パ

ス

・
湾
岸
道
路

・
早
月
川
の
長
大

橋
な
ど
の
幹
線
道
路
網
の
整
備
や
、

住
民
に
直
結
し
た
生
活
関
連
道
路

と
し
て
街
路
事
業
の
道
路
整
備
、

快
適
で
文
化
的
生
活
を
営
む
た
め

新春じよせて

魚津市議会議長

野崎栄吉

の
下
水
道
事
業
な
ど
難
問
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

財
政
多
難
な
折
り
と
は
い
え
、

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
事
業
の
一
日
も
早
い
完
成

を
目
指
し
、
魚
津
市
発
展
の
た
め
、

市
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
遁
進
し
、

皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

何
卒
、
本
年
も
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
長
、
市
議
会
議
員
は
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
個
々

の
年
賀
状
の
ご
あ
い
さ
つ

を
自
粛
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
も
旧
年
同

様
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
案
件

V
平
成

9
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

補
正
予
算

5
億

2
、
2
8
0
万
4
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を

2
0
7
億

6
、
1
3
3
万
1
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

0
総
務
費
新
た
に
設
立
予
定
の

(
仮
称
)
魚
津
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
資
金
と
し
て

1
、
0
0
0
万
円

0
民
生
費

・
老
人
福
祉
施
設
入
所
措
置
費

6
8
0
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

9
6
0
万
円

・
野
方
保
育
園
大
規
模
修
繕
工
事
費

1
、
9
0
0
万
円

・
国
庫
補
助
等
の
確
定
に
よ
り
私

立
保
育
所
補
助
金

9
0
0
万
円
を
減
額

0
衛
生
費
下
水
道
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
9
9
0
万
円
減
額

市
議
会
定
例
会

条
例
の
設
定

V
魚
津
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
設
定

V
魚
津
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定

V
魚
津
市
農
村
下
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

V
魚
津
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド

l
ム
物

品
購
入
契
約
の
締
結

V
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
設
定

V
魚
津
市
長
、
助
役
及
び
収
入
役

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

。

ロ
月
市
議
会
定
例
会
は
、
ロ
月

4
日
か
ら
げ
日
ま
で
は
日
間
の

日
程
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
平
成

9
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
条
例

の
設
定
な
ど
日
案
件
で
、
す
べ
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

0
農
林
水
産
業
費
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

5
2
0
万
円
減
額

0
教
育
費

・
経
団
小
学
校
地
震
補
強

・
大
規

模
改
造
事
業
(
二
期
工
事
)
費

2
億

8
、
5
3
0
万
円

.
西
部
中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
・

部
室
整
備
事
業
費

1
億

8
、
9
7
0
万
円

.
水
族
館
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金

5
6
0
万
円

.
映
像
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
替
え
に

よ
る
蚤
気
楼
発
生
装
置
の
運
転

停
止
等
に
伴
い
、
埋
没
林
博
物

館
運
営
費

1
、
2
4
0
万
円
減
額

V
魚
津
市
下
水
道
事
業
ほ
か
、
農

業
集
落
排
水
事
業
・
簡
易
水
道

事
業
・
国
民
健
康
保
険
事
業
・

水
族
館
事
業
の
各
特
別
会
計
補

正
予
算

V
魚
津
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

V
魚
津
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド

l
ム

同
.:c 
思

件

案
(
敬
称
略
)

魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

浦

山

虞

子
(
新
宿
7
番
9
号
)

魚
津
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

寺

田

良

作
(
北
中
別
番
地
)



魚
津
の

P
R

魚
津
市
は
、
全
国
の
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ど

ん
な
宣
伝
を
し
て
い
ま
す
か
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
大
町
小
)

市
長

魚
津
市
に
は
全
国
的
に
有

名
な
霊
気
楼
、
は
た
る
い
か
、
埋

没
林
な
ど
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源

が
あ
り
ま
す
。
「
蚤
気
楼
の
見
え

る
街
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

り
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
に
も
広

告
を
出
し
て
全
国
に

P
R
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
全
国
に
情
報
発
信

し
、

P
R
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
は
パ
ス
で
お
い

で
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
パ
ス

会
社
に
お
願
い
し
て
団
体
客
の
誘

致
に
努
め
て
い
ま
す
。

魚
津
市
子
供
議
会

市
長
と
語
る
会
開
催

県
内
で
も
初
め
て
の
、
魚
津
市
子
供
議
会
・
市
長
と
語
る
会
が

日
月
お
日
、
市
役
所
委
員
会
室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
社
会
科
学
習

の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
問
小
学
校
の
代
表
が
、

各
分
野
引
項
目
に
つ
い
て
石
川
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

主
な
質
問
・
答
弁
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル

今
の
子
供
が
大
人
に
な
っ
た

時
も
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
よ

う
に
、
も
っ
と
「
カ
ン
助
く
ん
」

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

(
吉
島
小
)

市
長

日
頃
か
ら
み
な
さ
ん
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
市
も
大
切
な
資
源
が

な
く
な
ら
な
い
よ
う
、
も
っ
と
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

カ
ン
助
く
ん
は
、
地
区
ご
と
に

備
え
つ
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

誰
か
が
い
て
管
理
し
て
い
な
い
と

缶
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
つ
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
故
障

し
た
時
の
た
め
に
、
今
の
と
こ
ろ

公
民
館
や
市
役
所
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
が
、
今
後
は
で
き
る
だ
け

増
や
せ
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

片
貝
地
区
に
自
然
を
活
か
し

た
テ

l
マ
パ

l
ク
の
よ
う
な
も

の
が
あ
れ
ば
、
他
県
か
ら
も
観

光
に
来
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
で
す
か
。(

片
貝
小
)

僧
ケ
岳
や
毛
勝
山
周
辺
は

市
長

【
A答弁を聞く表情も真剣です。

固
有
地
で
あ
り
、
特
に
毛
勝
山
周

辺
は
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
区
域

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
開
発
は

む
ず
か
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が

自
然
を
活
か
し
た
テ

l
マパ

l
ク
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
大
変
お
も

し
ろ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教

::A 
同

関

係

今
年
学
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
入
り
ま
し
た
が
、
ー
台
だ

け
な
の
で
、
使
う
時
に
順
番
を

待
た
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

で
き
れ
ば

5
台
く
ら
い
ほ
し
い

で
す
。
ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
も

う
少
し
広
か
っ
た
ら
い
い
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。
(
上
中
島
小
)

市
長

「
2
人
に

1
台
」
と
い
う

希
望
の
も
と
、
各
学
校
に

l
ム
口
ず

つ
で
も
配
置
し
た
い
と
思
い
、
今
、

年
次
計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
れ
か
ら
は
情
報
化
の
時

代
で
す
の
で
、そ
れ
な
り
の
対
応
を

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ー
台
で
も

2
台

で
も
増
や
す
よ
う
に
努
力
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
も
、
非

常
に
荒
れ
て
お
り
、
何
と
か
し
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

子
供
議
会
・
議
員
名

大
町
小
学
校

村
木
小
学
校

住
吉
小
学
校

上
中
島
小
学
校

松
倉
小
学
校

上
野
方
小
学
校

本
江
小
学
校

片
貝
小
学
校

吉
島
小
学
校

道
下
小
学
校

経
団
小
学
校

{
一回
国

連
伺

坪
野
小
学
校

西
布
施
小
学
校

石中辻日
月

土
日
午
・

士
口大川上木谷

司苛立印浜出石大城山内伊海森清林山

本

佐
々
木 垣島

麻

衣了

野

代亮

友

江 崎

L
Vれ
U

E
d
JJ
 

'
+
b
q

，
 

舞子

上楽

恵
理
佳

諒

子

口

若健

太菜

田崎

慧

雄

a 

江 城

有
希
子慎

山本

か
な
え

慶

一

薗東

透登

原竹

千祥

子昂寸

水田

童亮

聖

河

秀紘

平美

昭

子

可
那
子



- 霊童
使用料手数料3億円(2%) 

分担金負担金
5億円 (2%) 

6億円 (3%) 

平成8年度一般会計の決算額は、歳入185億

9，336万円、歳出179億7，779万円になりました。

この結果、歳入歳出差引額である形式収支

は、 6億1，557万円(前年度対比10.2%の増)、

純剰余金である実質収支は、 2億6，346万円

(前年度対比1.4%の増〉になりました。

決算報告

平成 8年度は、景気が穏やかな回復基調にあるといわ

れながら、市税などの収入は微増に留まり、限られた財

源のなかで、高齢・少子化などに対応した各種事業に積

極的に取り組んできました。

また、 農林水産業や商工業の推進対策、道路整備や下

水道整備、教育施設の充実など住民生活に密着した諸施

策を推進することができました。

※なお、金額は表示単位未満四捨五入で表示してあり

ます。

征軍 IJ~ ~t 

歳入

歳出

123億1，817万円

121億8，863万円

会計名 歳 入 歳 出

下 水 道 30億6，904万円 30億6，277万円

農業集落排水 10億8，013万円 10億7，443万円

簡易水道 9，139万円 8，859万円

国民健康保険 29億2，144万円 27億8，800万円

老人保険医療 49億1，459万円 49億3，363万円

水 族 館 2億4，158万円 2億4，121万円

A 口 計 123億1，817万円 121億8，863万円

a 



-童書

各種団体・新川広域圏への
補助金や負担金

下水道や国民健康保険などの

特別会計への繰出金

生活保護世帯の生活費や高齢

者、障害者への助成金など

その他

衛生費 13億円 (7%) 

農林水産業費
13億円 (7%) 

道路や学校などを作るために

借りたお金を返すために

[8年度の主な事業]

健康センター機能訓練室増築事業
経田漁港局部改良事業
天王住宅建替事業

運動公園築造事業
村木小学校プール改築事業

社会福祉施設、道路、

公園などの建設費

西部中学校グランド改修事業
吉島小学校大規模改造事業
都市景観整備事業
テクノスポーツドーム建設事業

置霊童霊-It.(1)収益的収支 (2)資本的収支

営業収益

営業外収益

百十

営業費用

営業外 費 用

5十

経常利益

特別損失

当年度純利益

自

7億2，272万円

169万円

7億2，441万円

4億9，924万円

1億8，120万円

6億8，044万円

4，397万円

6万円

4，391万円

第3次拡張事業で配水管の布設を

4，132m、改良事業で石綿セメント管

等の老朽管の布設替2，768mを実施し、

企業債元金の返済と合わせ4億2，700

万円の支出。その財源として企業債

の借入1億5，000万円を充当、不足分

は積立金の取り崩し等で補てんしたo

|業務状況 |

O給水人口

0給水戸数

0年間総配水量

0年間給水量

0年間有収率

39，734人

12，436戸

4，647，289rrf 

3，926，962 rrf 

84.5% 



話題
お知らせください。

広聴係 ft23-1015

片貝小学校で作ろう会

片貝小学校の「手作りおもちゃを作ろ

う会」が12月13日、同小学校で行われま

した。 この会は、 最 近テレビゲームなどの

流行であまりしなくなった、おもちゃ作りを

体験してもらおうと毎年行われています。

この日は、 1~ 6年生の児童40人が参加。「竹細

工」では紙玉鉄砲、 「木工作」では木の枝ボール

ペンなどを作りました。

特に紙玉鉄砲作りでは、竹筒と棒との微妙なバ

ランスを取るのに四苦八苦。 rなんでうまく飛ば

ないのかなあ」と首をかしげます。でも、森林組

合の方やお父さんに教えてもら ってなんとか完成。

「ポーン」と紙玉が勢いよく飛び出すと 、大きな

あったかい冬の贈り物
日赤奉仕団が一人暮らし高齢者宅訪問

恒例となった魚津市赤十字奉仕団に よる、

一人暮らしの高齢者宅への訪問が、12月10日

から行われました。

この日は朝から奉仕団のメンバーが、訪問

した時に配布する、靴下と使い捨てカイロを

地区別に仕分けして出発。75歳以上の 359人

のお年寄りが待つお宅へ向かいました。

訪問先では 、どのお年寄りもこの日を心待

ちにしていた様子。 メンバーが「寒いけど、

かぜひかんようにね」と話して配布物を手渡

すと「ありがとう 。気ぃ つけるち ゃあ」と答

えていました。お年寄りに とって 、あったか

い冬の贈り物になったようです。

血

これからも気軽にミニコンサート
ミュージックランチ100回目

平成 7年 9月から始ま った新川文化ホール

のミュージ ックランチ。し、よいよ 100回目を迎

え、12月20日記念コンサートが聞かれました。

この催しは、新川地区の企業などの協賛をえ

て続けられているもので、ほとんど手作りの

ため、出演者やスタ ッフの苦労もあるようです。

毎回、 琴やトランペッ トからダンスまで、

ノくラエティに 富んだプログラムで楽しませて

きましたが、この日は、洗足学園魚津短大学

長の中博昭氏と N響 メンバーを迎え、特別メ

ニューとなりました。 日本の一流が聴けると

あって、会場のやまなみロビーには大勢の観

客が訪れ、午後の調べを堪能しました。



サンタさんありがとう/
乳幼児たちのクリスマス会開催

育児サロンなど子育てサークル合同のクリ

スマス会が、 12月12日魚津市健康センターで

開催されました。年 1回のピ ックイベントと

あって、 250人余りの親子がつめかけ、開会前

から会場は熱気でいっぱい。

開会後、この日のためにはるばるやってき

たサ ンタさんが現れると 、子供たちから大き

な歓声が上がります。 rジンクソレベノレ」など

を一緒に歌った後、おまちかねのプレゼント

をサンタさんからもらいました。

実はプレゼントの入った靴下は、事前に親

子で作り上げたもの。大きくふくらんだ靴下を

抱えて、子供たちはとてもうれしそうでした。

l年分の「アカ」もすっきり
埋没林博物館で水中樹根の大掃除

師走も大詰めとなった12月19日、魚

津埋没林博物館に展示されている水中樹

根の大掃除が行われました。

2号館の水槽(高さ8m、横15m、深さ 2.5m)

事ちの
地域の催しものなど、

企画広報室広報

には、特別天然記念物で約1500年前に埋没した、

杉の樹根 3株が展示されています。 この日は職員

3人が水を抜いた水槽に入り、約 2時聞かけて樹根

やライトに付着した汚れを落としました。

同博物館では、硬貨の投げ入れを禁止しています

が、今年は昨年の約 4倍にあたる 12，848円が回収さ

れ、魚津善意銀行に寄贈されました。

大掃除.を終えた街根は、 l年分の「アカ」を落とし、

すっかりきれいになりました。

自

暮らしの中の資源再利用
環境フェスティパル

環境や省資源について考え る 「環境フェス

ティノくjレ」が、 12月 7日魚津市総合体育館で

行われ、約300名の人達が訪れました。

開始早々賑わったのは「余剰品即売会」の

コーナー。準備された物品も 、瞬く聞に売約

済みとなりました。

また今回新たに、買い物の度に入れてもら

うナイロンの袋にかわり 各家庭から買い物

袋を持参してもらおうと、 「私の買い物袋コ

ンテスト」が企画されました。出品された40

点の作品はどれも力作ぞろい。 リサイクルし

たもので、かつ機能的な作品を、入場者で選

びました。選ぶ方も思わず熱がこもります。



介護用品コンクールで

最優秀賞を受賞した

大西松子さん(諏訪町)

企入所者の皆さんと。左から 2人目が大西さんO

「
介
護
が
、
少
し
で
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。
そ
れ
を
ひ
と
つ

の
作
品
に
し
た
だ
け
で
す

よ
」
と
控
え
め
に
話
す
大

西
さ
ん
。

富
山
県
福
祉
カ
レ
ッ
ジ

な
ど
が
主
催
し
て
行
わ
れ

た
、
介
護
用
品
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
こ
の
ほ
ど
経
費
老
人
ホ
ー

ム

・
新
川
ハ
イ
ツ
寮
母
の
大
西
松

子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。大

西
さ
ん
の
作
品
は
、
フ
ァ
ス

ナ
ー
を
腕
か
ら
足
の
部
分
に
か
け

て
、
寝
た
き
り
の
方
で
も
着
替
え

や
す
く
し
た
「
被
介
護
者
つ
な
ぎ

服」
。
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
オ
べ
で
は
ず

す
と

1
枚
の
布
に
な
り
、
腕
や
足

を
通
さ
な
く
て
も
衣
服
の
着
脱
が

可
能
。
し
か
も
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
数

か
所
に
付
い
て
い
る
の
で
、
診
察

を
受
け
た
り
、
オ
ム
ツ
を
替
え
る

時
な
ど
状
況
に
応
じ
た
使
い
方
が

で
き
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
が
介
護
の
仕
事
に
携

わ
る
よ
う
に
な
っ
て

6
年
目
。
お

父
さ
ん
が
介
護
を
必
要
と
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
「
介
護

に
時
間
が
取
れ
る
と
思
っ
て
」
こ

の
職
業
を
選
択
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
介
護
を
行
う
仕
事
、

肉
体
的
に
も
大
変
な
職
業
で
す
。

し
か
し
、
ホ
ー
ム
の
若
い
世
代
の

同
僚
や
、
何
よ
り
入
居
者
に
励
ま

さ
れ
て
発
奮
。

「
言
葉
を
話
せ
な

い
痴
呆
症
の
方
で
も
、
に
こ
に
こ

と
笑
顔
を
み
せ
て
感
謝
の
気
持
ち

を
示
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
こ

の
職
業
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思

い
、
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
何
か

し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
考
え

た
ん
で
す
」
。

「
将
来
、
作
品
が
介
護
す
る
方

さ
れ
る
方
の
一
助
に
な
れ
ば
」
と

話
す
大
西
さ
ん
。
介
護
を
必
要
と

す
る
人
が
増
加
す
る
中
、
介
護
す

る
方
に
も
受
け
る
方
に
も
負
担
の

少
な
く
な
る
介
護
用
品
の
登
場
が

待
た
れ
ま
す
。

Iq~~ 
企最優秀賞を受賞した大西さん

の「被介護者つなぎ服」

Uからや1 ヘ

心色ちだち①
『とも だちのわ』て¥

紹介されたら、テレな

いで参加してく ださい。

お願いしま ~す。

~__ 12月号

司・8E::松田さんから
~... 

a・・・・園・E・E・・._.，・-.一-_~. 

---=・1:.
a・・・・E・EヨE・・司・・・・・..・-.一-_，__. 

高島 康尋さん(木下新)

毎年 2月高校時代の友人が

集まり 、家族ぐるみで 1泊旅

行されるとか。 i一瞬、当時

に戻って楽しい時を過ごしま

す。今から待ち遠しいですね」

行きつけのお屈のおばちゃん浦
島さんへ

血

浦島 福子さん(文化町)

忙しいお仕事の合間に時々

金沢の息子きんのところへ遊

びに行かれるとか。 iおいし

いものを探しにいきます。や

っぱり、落ちつきますね」

昔からお世話になっている岸本
さんへ



+r憩いのひろば」は、みなさんに登場していただくページです。

各コーナーに出ていただける人やグループを募集しています。企画広報室(ft23-1015)までご連絡ください。

元
気
く
ん

「いつか平和に」を願って

ブレット・ラミンジャーさん

(魚津市国際交流員)

込-

州

制

凱

/

す

妻

生

，

わ

・天

日

d
ん

は
幻

e
j
げ
は

れ
一
対
月

.，『
A
u
r
A
I

--ゎ
徹

十
年

ふ
14
瀬

しト
応

、
官

1
E
山

酬

平

《
お
母
さ
ん
の

一号一
口》

お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
な
か
よ
く
ね
。

企ブレットサンタは子供たちにも大人気

雪
が
結
構
多
い
ミ
シ
ガ
ン
州
出

身
で
あ
り
な
が
ら
、
僕
は
寒
が
り

屋
で
す
。

で
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
が

だ
ん
だ
ん
近
づ
く
に
つ
れ
、

雪
が

な
い
と
な
ん
だ
か
寂
し
い
で
す
。

私
が
子
供
の
頃
の
ク
リ
ス
マ
ス

は
ロ
月
の
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
雪
の
中
ツ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
に

行
っ
て
、
ツ
リ

l
用
の
木
を
自
分

で
切
っ
て
買
い
ま
す
。

3
日
間
か

け
て
リ
ボ
ン
、
ベ
ル
、
ラ
イ
ト

小
さ
な
人
形
な
ど
で
ツ
リ
ー
を
飾

り、

M
A

日
ま
で
に
家
族
は
他
の
家

族
全
員
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

買
っ
て
ツ
リ
ー
の
下
に
置
き
ま
す
。

暖
炉
の
下
に
大
き
な
靴
下
を
下
げ

て、

M
日
の
夜
に
は
、
サ
ン
タ
の

た
め
に
ク

ッ
キ
ー
と
牛
乳
を
暖
炉

の
前
に
置
い
て
お
き
ま
す
。

ス
ワ
ス
ワ

ュ:1 ち
大江桃子ちゃん(新金屋) ~. 

(大江忠男・千春さん夫妻の長女)'、

平成9年5月7日生まれ

《
お
母
さ
ん
の

一一言》

わ
ん
ぱ
く
桃
ち
ゃ
ん
、

育
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
冗
と
丸
に

次
の
日
の
朝
に
な
る
と
、
大
き

な
靴
下
が
フ
ル
ー
ツ
と
小
さ
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。
(
僕
の
と
こ
ろ
で
は
、
石

け
ん
、
歯
み
が
き
粉
な
ど
の
生

活
用
品
だ
っ
た
け
ど
)
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
開
け
て
家
族
や
親
戚
と
共
に

一
日
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
す
。

子
供
の
頃
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
は

そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
の

は
ツ
リ
ー
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
は
あ

ま
り
関
係
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
お
互
い
に
「
メ
リ

l
ク
リ

ス
マ
ス
」
と
声
を
か
け
合
う
け
れ
ど

実
は
そ
の
後
に
「

P
E
A
C
E
O
N

E
A
R
T
H
A
N
D
G
O
O
D
W
I
L
L
 

T
O
A
L
L
M
E
N
(
世
界
が
平
和

で
全
て
の
人
が
愛
し
合
え
る
よ
う

に
)
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
が
省
略
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
地
球
上
で
戦
争
な
ど
、
ど
ん

な
ひ
ど
い
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
て

も
「
い
つ
か
平
和
に
な
る
ん
だ
」

と
信
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
思
い
な
が
ら
星
で
い
っ
ぱ
い

の
空
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
降
っ
て

く
る
雪
を
眺
め
て
、
お
互
い
に
こ

の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
。
そ
ん
な

ク
リ
ス
マ
ス
が
、
今
は
と
っ
て
も

ス
テ
キ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

a・・-ヨ区-.・.
a・・・・・ヨ且J・a・・・・・圃-哩留、.'.
司圃園田目u・司_..町、..司・・・・F・F司.て.

~ •.. 
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r 

来

14ejj 
岸本 高幸さん(大光寺)

休日には、お子さんとペッ

トの犬を連れて角川沿いを散

歩されるとか。 i鳥を見たり

してのんびり過ごします。天

気のいい日は最高ですよ」

仲のいいお友だち宮内さんへ

'/' 
J 明、k

宮内 教治さん(本江新町)

お子さんが今年高校受験と

か。 i家に帰っても 、やはり

気をつかいます。見事に合格

したら 、久々にどこか旅行に

連れて行ってやりたいですね」

同級生の辻本さんへ

a 

辻本美也子さん(石垣)

結婚後もゴルフ 、スキーと

活発にこなす辻本さん。 iス

ポーツ音痴で全く上手になり

ませんが、とにかく参加して

汗を流すのが楽ししリとか。

仲の良いお友だち袋井さんへ
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請
負
入
札
参
加
資
格

追
加
申
請
受
付

市
が
平
成
叩
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事

・
測
量
業
務
な
ど

の
請
負
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り

入
札
参
加
資
格
の
追
加
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

(
平
成
9
年

2
月
に
申
請
消
の
方
は
、
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
)

・
受
付
期
間

2
月
2
目
(
月
)
i
幻
日
(
金
)

(土

・日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
)

・
受
付
時
間

午
前

9
時
j
午
後

4
時
初
分

V
申
請
・
問
合
せ
先

市
総
務
課

行
政
係

包
幻
|
1
0
1
9

償
却
資
産
の
申
告
は

2
月
2
日
ま
で
に

事
業
用
に
使
っ
て
い
る
減
価

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
の
資

産
の
所
在
、
種
類
、
数
量
な
ど
を

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
期
限
は
、

2
月

2
日
で
す
。

な
お
、
用
紙
の
送
付
を
受
け

た
方
で
、
該
当
す
る
資
産
の
な

い
方
は
、
そ
の
旨
を
用
紙
に
-
記

載
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
通
知
も
れ
や
不

V い 課 明
問 。課 な

合税 点
せ係 が
先 まあ

企 てやり
23ネ見 ごま
|務連し
1課絡た
0 課く ら
0税だ 税
9係さ 務

mm
スノ
i
パ
ル
イ
ン
魚
津

(
魚
津
つ
子
雪
ま
つ
り
)

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

V
日
時

1
月
凶
日
(
日
)

午
前
叩
時
j
午
後
2
時

V
場
所

市
役
所
前
広
場

V
問
合
せ
先

mm
ス
ノ

l
パ
ル

イ
ン
魚
津
実
行
委
員
会
事
務
局

(
社
会
福
祉
課
内
)
包
お
1
1
0
0
6

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
実
業
団

「
地
域
リ
ー
グ
」

富
山
大
会
開
催

N
C
I
(
日
カ
バ
レ

l
部)、

富
士
通
な
ど
実
業
団
の
強
豪
8

チ
l
ム
が
魚
津
に
集
結
。

2
日

間
で
合
計
8
試
合
の
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

V
日
時

2
月
7
目
玉
川

8
日
(
日
)

そ
れ
ぞ
れ
午
前
日
時
j

v場
所

魚
津
市
総
合
体
育
館

.
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

市
総
合
体
育
館

窓

辺

1
1
2
6
3

消
防
出
初
め
式

1
月

6
日
(
火
)

午
前
9
時
初
分
i

V
場
所

魚
津
市
消
防
庁
舎
は
か

午
前
日
時
か
ら
市
役
所
周
辺

道
路
で
観
閲
式
、
分
列
行
進
と

一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
消
防
自
動

車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
市

中
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
日
時海

上
出
初
め
式

V
日
時

1
月
ロ
日
(月
)

午
前
9
時
初
分
j

魚
津
港
南
区

(
上
口
補
助
港
)

V
場
所

埋
没
林
博
物
館
の

防

火

訓

練

1
月
辺
日
(
木
)

午
前

9
時
初
分
j

1
月
初
日
は
「
文
化
財
防
火

デ

l
」
で
す
。
防
火
訓
練
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
切
な
文

化
財
を
私
達
の
力
で
守
っ
て
い

き
」
土
ナ
し
ょ
、
っ
。

V
日
時

危
険
物
取
扱
者
試
験

-
試
験
日

2
月
日
日
(
日
)

V
場
所

・
区
分

・
受
付

富
山
工
業
高
校

乙
種
第

4
類

・
丙
種

1
月
比
日

i
n
日

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

V
日
時

2
月
初
日
(
木
)
午
前
・午
後

幻
日
(
金
)
午
後

V
場
所

魚
津
市
消
防
本
部

・
受
付

1
月
初
日
i

2
月
9
日

「
保
安
講
習
会
」
と
「
試
験
」
の

受
付
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防

本
部
予
防
課

mU
MA
l
o
-
-
9

。
消
防
ポ
ン
プ
更
新

第

8
分
団
(
下
野
方
地
区
)
の

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
、
老
朽

化
の
た
め
更
新
さ
れ
ま
し
た

0

.
性
能

一
分
間
2
、
O
G
O
O
-旬
放
水

'
7
:防
災
と

U
ぺ
uボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

.
5
L
1
:
防
災
と

νぺ
E
Mボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
自
主
的
な
防
火
活

動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の

充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
」
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
や
す
い
地
域
環
境

を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

血

4~ 
I I I・II I I 

勺 P
さ個
れ設別
ま 嬰番
し且号
た が

※魚津市役所せ号れ 5
居住 しがまケ 2
き所個別番号 ま設すタ月
まを す置 。か
す記 937・855510 きこら日

載 れれ 7 ょ
し た に ケ り

? 富山県「 の 伴 タ 郵
¥ ー ビ い に 便
て個別番号 お 個 改 番

知 別 正 号
、930・8501 ら番きが



持続・V日~~?tt{:~::::川市以

平
成
刊
年
度
か
ら

簡
易
ゴ
ミ
焼
却
炉
の
購
入
助
成
を
廃
立
し
ま
す

簡
易
焼
却
炉
は
、
燃
焼
温
度

が
低
く
、
ビ
ニ
プ
ラ
類
を
燃
焼

す
る
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
も
こ
の
よ
う
な
理
由
で

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
の
使
用
を

自
粛
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お

り
、
魚
津
市
で
も
平
成
叩
年
度

か
ら
こ
れ
に
対
す
る
助
成
を
廃

止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
使
用
し
て
い
る
方
は
、

ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

を
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
出

し
、
家
庭
で
の
焼
却
は
き
れ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課

環
境
係

企
お
|
1
0
4
8

「
年
金
受
給
権
者
現
況
居
」
の

市
長
の
証
明
の
廃
止
に
つ
い
て

国
民
年
金
及
び
厚
生

年

金

な

な

お

、

特

別

支

給

の

老

齢
厚

ど
の
受
給
者
は
、
毎
年
誕
生
月
生
年
金
受
給
者
が
、
日
歳
到
達

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
時
に
提
出
す
る
「
国
民
年
金
・

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
受
給
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定

権
者
の
負
担
を
軽
く
し
、
事
務

請
求
書
(
ハ
ガ
キ
)」
は
、
こ
れ

の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、
今
年
ま
で
ど
お
り
市
町
村
長
の
証
明

の
1
月
以
降
に
提
出
期
限
が
到
が
必
要
で
す
。

来
す
る
方
よ
り
市
町
村
長
の
証

V
問
合
せ
先

明
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

し
た
。

合
お
|
1
0
1
2

iご寄付ありがとう
ございました 〈敬称船

。
「
急
」
の
つ
く
運
転
を
し
な
い

ー
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
込
み
は
ゆ
る
や
か
な
操
作
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
「
中
速
ギ
ア
」
の
運
転
を
心
が
け
る

i
効
果
的
な
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
の
併
用
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
「
雪
の
な
い
冬
道
」
を
あ
な
ど
ら
な
い

ー
雪
が
な
く
て
も
凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

報 一

-市政情 報 テ レ ホンサービス ft22-3600

・求 人テレホンサービス

(魚 津 公共職業安 定 所 )

・税 務テレホンサービス

(税務相談室 富山分室 )ft0764-31-9222

100，000円

10，000円

30，000円

30，000円

15，825円

4，500円

13，112円

100，000円

100，000円

10，000円

3，000円

50，000円

10，000円

1，102円

95，163円

5，000円

7，500円

42，361円

10，000円

まま24-8841

'1育話一 電

初
仙
者
の
方
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ロ
ン

V
日
時

1
月
日
日
(
火
)

午
後
7
時
1
8
時
ぬ
分

V
場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

包
お
l
1
0
1
7

市県民税(第4期)

A
l
月
の
歩
こ
う
会

V
日
時

1
月
四
日
(
日
)

午
前
8
時
叩
分
J

R
魚
津
駅
集
合

l

J

R
東
富
山
駅
下
車。

岩
瀬
、
水
橋
、

そ

|

滑
川
へ
と
旧
街
道
筋
を
歩
き
ま
す
。

同同

a圃

・
昼
食
持
参
、
交
通
費
各
自
負
担

叩」

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会

ド
H

8
μー

1
4
7
0
(三
輪
)

日

1月のし Pガス保安調査 j

.実施地域・・・力日積 地区

(六郎丸、 晴 海ケ丘 )

砂問合せ先・・・県 LPG保安センター

新川地区支所 ft24-5340 

ま角
1正:穴

砂ゆずります・ 学習机 ・ワープロ

・ファミコ ン

惨もとめます・ 二 段 ベ ッ ド

・電子 ピアノ

砂 申込み・問合せ先

市総 務 課 行 政 係 ft23-1019 

E~~~_l官E~ii眉

砂善意銀行へ

松野伸一 新宿

先名 孝吉 火の宮 町

尾川健治新角 )111丁目

川原田清範本江

松 倉 小 学 校児童一同

魚 津 保育園職 員 一同

西布施小学 校児童 会

石 111奇健治火の宮 町

谷口光夫 友 道

制今アンテロー プ社長 谷口貞夫

三 井自動車 (附友の会 天 神聖子新

辻とし子 鴨川町

J A うおづ 女性部

サンフレンド力日積j苫

魚、j章 ライオン ズ クラフー

(有)魚津 鍬金 古島

紺 屋 町ときわ会

村 木小学 校児童 会

前沢 正一古島

砂社会福祉基金として

匿 名 10，000円

制中村せき 新 角川 1丁目 50，000円

先名 孝吉 火の宮 町 50，000円

魚 津 ライオン ズクラブ本江 70，000円

(宗教法人)普 明会教団高岡支部小杉町 50，000円

中村繁徳上村木 1丁 目 100，000円

三 輪佐津子 上口 2丁目 50，000円

久 111奇義治浅生 200，000円

砂魚津市へ

魚 津 ライオ ンズクラブ(会長 坪 111奇良 雄)

救急実技講習用呼気吹 き込みマスク 100個

-ノマソコン

....._ 
父ロ

ロロ用不



E ・E ・. 1月の休館日 1日--4目、 12目、 15目、 18目、 26日、 31日

間圃園周.開館時間 平日9:30--18:00 主日9:30--16:00

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の

一冊

-一般
日

本

の

論

点

銘

文

芸

春
秋

地
球
温
暖
化
と
オ
ゾ
ン
層
破
壊

泉

邦

彦

ク
ロ
ー
ン
動
物
は
い
か
に
創
ら

れ

る

の

か

今

井

裕

家
で
の
介
護
の
コ
ツ

待
っ
た
な
し
人
生
旭
道
山
和
泰

孤

高

の

人

瀬

戸

内

寂

聴

H

ム
ッ
シ
ュ
。
に
な
っ
た
男川

上
貴
光

匙
る
ト
ロ
イ
ア
戦
争

エ
l
べ
ル
ハ
ル
ト
・
ツ
ァ
ン
ガ

l

知
ら
れ
ざ
る
シ

l
ボ
ル
ト

大
森

自童福@ー偏

ベーJ¥ーノーチラス

塩蕗采必着

悩む前に笑ってごらん。この村では、無后な男と勝

気な女ガ、喜び、悲しみ、生きている。自然派の著者

ガ、ユーモ戸とペーソスで描くI~\のふるさと三編。芥

川賞候補作を含む初の短編集。

企
新
着
図
書
か
ら
V

-v文
学
・
小
説

レ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
カ
ー
上
・下

高

村

薫

永
山
則
夫

柳

美

里

遠
藤
周
作

華
I
・
H

タ
イ
ル

心
の
ふ
る
さ
と

陰
謀
の
日シ

ド
ニ
ィ

・
シ
ェ
ル
ダ
ン

プ
レ
イ
ン

・ヴ
ァ
レ

l
上
・下

瀬
名
秀
明

渡
る
世
間
の
裏

話

早

坂
茂
三

ア
ニ
メ
の
見
方
が
変
わ
る
本

宝

島

社

安
野
光
雅

諸
国
玲
子

{貫

街
道
を
ゆ
く

か
ら
く
り
乱
れ
蝶

令
児
童

こ
の
ゆ
き
だ
る
ま
だ

l
れ
?

山
脇
百
合
子

十
二
支
の
は
じ
ま
り
岩
崎
京
子

ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ

l
・
フ
ィ
ン
の
冒
険

マ
l

ク
・ト
ウ
ェ
イ
ン

魔
女
か
ら
の
手
紙
角
野
栄
子

ゆ
き
が
し
ん
し
ん
し
ん

っ
ち
だ
よ
し
は
る

北
の
森
の
十
二
か
月
上
・下

ニ
コ
ラ
イ
・
ス
ラ
ト
コ
フ

ゴ
リ
ラ
を
描
き
た
く
て
阿
部
知
暁

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

知里
識豆
をEE

守座
でて、、

つ
/ 

CIID 

9
日
(金口

幻
日
(
水
)

お
日
(金
)

お
日
(
日
)

幻
日
(
火
)

古
文
書
解
読
会

武
限
文
書
研
究
会

時
事
英
語
を
読
む
会

源
氏
物
語
を
読
む
会

草
が
な
で
読
む
読
書
会

は
い
は
は
U

子
供
映
画
劇
場

叩
日
(土
)

午
前
日
時

「
日
本
の
昔
ぱ
な
し

う
ら
し
ま
太
郎
ほ
か
」

午
後
2
時
「
た
け
く
ら
べ
ほ
か
」

た
の
し
い
工
作

げ
日
(土
)

午
前
日
時
「
ふ
き
ご
ま
」

「児童センターだよりつ
開館時間 10:00-17:30 休館日 日曜・祝日

幅Iiかもめ児童センター 1

L田) ft23-1777 _j 

「五平もち」をつくろう

10日佳) 11: 3D，..___， 

ごはんとみそを使って簡単

にて。きるよ 。

・参加費 50円

竹馬づくり

24日佳) 13: 3D，..___， 

竹を使って、自分の竹

馬を作ってみよう 。親子

での参加も歓迎。

・材料費 100円

・定員 20名

f見 「こばと児童センター 1

1町'----ft24-24D2_j

手作り和菓子で新年お茶会

7自体) 13: 3D，..___， 

・対象幼児~小学生

(幼児は保護者同伴)

・講師 藤田秀治さん

・参加費 無料

ノ〈ソコンて。カレンダーイ乍り

1:2日(月)-----16日(針

ステキな絵を描いて

オリジナルカレンダー

を作ろう ノ

・参加費 50円

自

じ〉魚津埋没琳携~ø ft22-1049 

『目で見る空説 B一泊予の写真展

1月2日，..___，3月31日

目に見えない空気。霊気楼、

雲 、霧 などの写 真の中にその

姿をとらえる手がかりが・・・ 0

.開館時間

1 月 2 日と 3 日は 10:00~16:00 

4日以降は 9 : 00~ 17:00 

b魚津水族館 ft24-4100 

お正月特別企画『ブリ展」

1月2日，..___， 2月 1日

お子様には、お年玉をプレ

ゼント ノ(先着500名様)

・開館時間 9 : 00~ 17:00 



み九なの

相談室
-相談は無料です。お気軽にどうぞ…・

園…場所 固…問合せ先

|市民相談| 月~金曜日 9時-17時

|行政相談| 第1・3木曜日 13時-16時

|法律相談I(予約制) 第4火曜日 13時-16時

園固市役所市民相談室 ft23-1092

1人権相談| 第2金曜日 13時-16時

園サンプラザ固富山地方法務局 岱22-0461

|教育相談| 月~金曜日 9時-16時

第1・3土曜日 9時-12時

園固魚津市教育センタ-ft23-1717 

市子家庭・児童相談|月~金日程日 9時-16時

園園市役所社会福祉課 ft23-1006

[嚢力団に関する相談|第 4金曜日 13時-16時

園固市役所市民生活課 ft23-1004

|就業相談| 火・水・ 金曜日 9時-16時

園固市役所商工観光課 ft23-1025

i高年齢者職業相談| 月~金曜日 9時-17時

園岡市役所高年齢者職業相談室 ft23-1091

1パート雇用相談| 月~金曜日 9時-17時

閣固パート雇用センター(サンプラザ内)ft22-8152

1住宅相談| 第2水曜日 13時-16時30分

園市役所第4会議室

園魚津地域住宅相談所 ft22-5078

1健康・介護相談| 水曜日 9時-11時

園国健康センタ-ft24-3999 

|乳幼児子育て相談 |月~金曜日 9時-16時

子育て支援センター(健康センター内) ft24-0415 

1福祉・介護相談! 常時(24時間)

圏固在宅介護支援センター(友道)ft24-8484 

|心の相談| 月~金曜日 9時-16時

|エイズ相談 | 月~金曜日・9時-16時

検査日火曜日 13時-15時

l女性のための健康相談 | 月曜日 13時-15時

木曜日 9時-12時

園固魚津保健所 包24-0359

Ij交通事故相談(魚津市変通センター)I 
月~金曜日 9時-17時 ft22-1747

「蚕通事故相談(日弁連安通事繍談センター) I 
木曜日 13時-16時fi0764-21-4811(県弁護士会館内)

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時-16時 ft23-0899

1月4白から開館します。

日 f雀 物 開演時間 入場料 問合せ先

10日出
指定席3，000円

新川文化ホール
立川志の輔新春落語会 18:30 自由席2，000円

大ホール
(当 日500円高)

fi23-1123 

魚津市所蔵美術晶選集展 14日は

14日側
~彫刻・書・工芸~ 10:00-

ミラ〆 -竜也.. 3a'h -Fιー、
18:00 

無 料
新川文化ホール

25日(日) :~ 15日~ fi23-1123 
展示ホール

ン ι 9:00-
、、，、

18:00 

15日附
魚津市成人式 9:25 関係者

魚津市教育委員会

大ホール fi23-1045 

15日附 劇団ビープルシアター公演
大人 2，000円 「演劇セッションin

小ホール 「プラットホーム炎の秋」
15:00 高校生以下 TOYAMAJ実行委員会

1，000円 包 23-1123

17日出 魚津市いじめ対策
13:30 関係者

魚津市教育委員会

小ホール フォーラムパートW fi23-1045 

18日目) 全日本アンサンプル
9:30 無 料

富山県明妙窮地盟新川苅1

大ホール コンテスト新川支部大会 fi24-20日

25日日) 魅惑のピアノコンサート 新川文化ホール

小ホール
音楽「による世郁界代紀行 14:00 4，000円

fi23-1123 仲道 」

28日制 第5回例会
18:30 会員制

魚津演劇鑑賞会
大ホール 「サロメの純情」 fi24-6635 

掲載したものは催物の一部てす。詳しいことは、サンプラザ、楽器庖などにあるイベントガイドをご覧ください。

》ミューミふ勺勺=ラレ手 • 1月108...初春の音

地域の音楽家が出演する • 1月17日…フルートコンサート

ミニコンサートです • 1月24日…ミュージツクワンダーランド

毎週土曜日・正午~

平成10年

成人式
1月15日(椀
新川文化ホール大ホール

〈受付 9:00-) 

9:25'"'--'オープニング・イベント

(中学時代の担任の先生出演.1) 

10:00'"'--'式典

10:30'"'--'アトラクション

(ファッションショー・抽選会)

モデルは一体誰?

意外な発見がノ

~コーラス8ピ戸ノコンサート~

成人式を

迎えられる方には

招待状をお送りします。

当日は、同封のチケットを

お持ちください。

(抽選券っき)

炉問合せ先 市社会教育課 ft23-1045

自



潟潟市題字圃爽儲薗2
鳳嵐健夫禽舗昌也λ自

11月23日に行われた富山県駅伝競走

大会において、魚津市選手団男子チー

ムが第 3位入賞を果たしました。今年

は前年の 4位から高校、中学生を中心

とした強化策が実を結び、 過去最高位

を記録。

今後の活躍がますます期待されます。

市民スキー教室
*Aコース 1月18日(日) * Bコース 1月24日(土)

9: 00，..._，15:OO(現地集合、解散)宇奈月温泉ス キー場

募集定員(AB各60名) ・基礎ス キ ー(30名)小・ 中学生、親子

・ポールス キー(30名)小・ 中学生

参加費 中学生以下1，000円 ・高校生以上1，500円

第46回市民体育大会

田町田ス申一関関禽
2月1日(日)9:00，..._， 

糸魚川シーサイドバレースキー場

参加資格 小学生以上の市内在住者

または通勤 ・通学者、体 ♂ご"-:..c..
(，.;:y，県 u 、..~，;，，~~ニー

育協会加盟国体登録者 ~・---
種 目 大回転 種別 個人年代別、団体戦(小学校)

参加費 無料(リフト代は個人負担) 申込期限 1月20日(火)

1 .;占~.. I .~~:'. h'~~:' 1 1"::t~:ー仏L， ムE二
1刊 2で』 ・10:::1 ...~τ・ 1 ・2マ・・'1';・E

調子留外渇司体験強富(フアミ I包員JLA官
2月14日(土)，-.._，15日(日) 斑尾高原スキー場(長野県)

内 容 雪上運動会、 雪像作り、歩くスキー、アルペンスキーなど

受講料 大人 12，000円 子供 10，000円 (交通費、宿泊費を含む)

冬季市民スポーツ教室受講生大募集

種 目 水中エアロビ教室 エアロビクス教室

日 日寺
1月17日より毎週土曜日 1月14日より毎週水曜日

19: 00 ~ 20: 15 10回コース 19 : 00 ~ 20 : 30 10回コース

会場 室内温水プール 魚津市総合体育館

参加費 1，500円(保険料)ただし、入館料は別途必要です。

スポーツに関する

申込み・問合せは

市スポーツ課 ft23-1046または

市総合体育館 ft22-1263まで

+休日当番医(診療時間/午前時~午後5時)

診療日 一 均支 医 歯 科 医

1月1日付。 大崎医院 内 科 (北鬼江 ft24-030l) 網谷歯科医院 (滑川市 870756-48400) 

1月2日@ 扇谷医院 盤外 F73I (友道 ft24-1355) 岡田歯科医院 (滑川市 宮 :'2851) 71 

1月3日住) 河内医院 内 科 (下村木 ft22-3210) 公園通り歯科 (滑川市 207756-48881) 

1月4日(日) 魚津神経サナトリウム 精 神科 (江 口 ft22-3486) 奥川歯科医院 (金浦町 ft22-0090)

1月11日(日) 魚津緑ヶE病院 精 神科 (大光寺 ft22-1567) 広瀬歯科医院 (上村木 ft22-0l03) 

1月15国側 羽田医院 内 科 (新金屋 ft22-0642) 山口歯科医院 (上村木 包22-1255)

1月18日(日) 早川医院 骨帝人お (緑町 ft22-4578) 寺崎歯科医院 (上口 ft22-3619)

1月25日(日) 平井整形外科 整形外科 (末広町 宮22-0888) 夏目歯科医院 (新金屋 ft22-1892)

2月1日(日) 深川病院 常婦人語 (鴨川町 ft22-5780) 奥村歯科医院 (吉島 ft24-5757)

新川地区休日夜間急患医療センター(黒部市消防署向側ft54-0731) 診療時間/午後7時-11時 診療科目/内科・小児科・外科

自



@母 子保健砂 母子手帳、会場 :健康センター

内 容 大す 象 実施日 受付時間

マタニティセミナー
妊婦とその家族 23日(針 9:00-9:30 ( Bコース.'母性編)

4 か月児健診
j筒 4 か月児 8日同 13:00-13:30 股関節脱臼検診

8 か月児健診 8 か 月 児 21 日 ~J<) 13:00-13:30 

離 乳 食 指導 8 か 月 児 23日(針 12 : 50 -13: 00 

1歳 6か月児健診
平成 8年 6月生 13日(火)13:00-13:30 まれの児

3 歳 児 健診
平成 6年 7月生

7 日 ~J<) 13: 00 -13 : 30 まれの児

@予防接種砂 予診票と母子手帳

会場 :健康センタ一、受付時間 :13: 30 -----14 : 00 

対象疾病と対象年齢 |実施日| 該当地区

ツベルクリン反応検査
(生後 8か月 -48か月)

B C G 接 種
(生後 8か月 -48か月)

* 8か月児健診時lこ行います

*離乳食指導も行います

|所定の医療機関で受けてください。
麻しん(はしか)、風しん(三日はしか)1

|風しんは、麻しん接種のあとにうけ
(生後12か月 -36か月)

lてください

@機能訓練・健康相談 (新しく参加される方は、 ) 
事前にお申込みください。

会場 :健康センター

内 月合与・ 実 施 日

機 能 訓 練 8、22、29日附

健康運動相談会 20日(火)

健診後の健康相談会 22日同

(医師、栄養士も相談にのります)

@かん検診 まだ受けていなし¥あなたへ

年に 1度はがん検診を受けましょう 。

検診名 検診日 場 所 な ど

大腸 3月まで、 健康センター :検査容器を

がん |漣 時 事前に取りに来てください

子宮 3月まで、 市内医療機関 ・要電話予約

がん 随時
※新しい受診券が必要です。健康セ

ンターへご連絡ください。

時 間

9:30-----11 :30 

13 :30-----15 :30 

受付

13:00-----13:30 

料 lIZ: 
700円 40・50・60歳
及び70歳以上は

盆E 来十

1，100円

(70歳以上)
は無料

自

@講演会と軽音楽のつどい

1月21日附 13: 30 ，.....， 15: 50 

|設立総会| 精神保健福祉推進協議会

直面 「安らぎのためのこころの健康」

伊崎公徳 氏

(福井医科大学神経精神医学教授)

画函 シンセサイザー演奏

(こきりこ、水晶池ほか)

滝沢 車 氏

炉会場 魚津平安閑(市内北鬼江)

砂参加費 無料

@会員募集
精神障害者の自立と社会参加の促進

を目的に 、魚津地域精神保健福祉推進

協議会が発足します。

あなたの参加をお待ちしています。

炉問合せ先 魚津保健所保健予防課

fi'24-0357 

~Dr子育τ講演会
1月21日制 14:30"""'15:30 

「冬に流行する疾患」

新谷尚久 氏

(富山労災病院小児科医師)

炉会場 健康センター ε置屋ヨ-

結核検診の結果通知について
11月14日までに受診された方で、個別

に結果通知が届かなかった方について

は、特に異常な所見は認められません

でした。来年も受診しましょう 。



たいどう

写真は昭和50年 1月、経団漁港で行われた林道スポーツ

少年団の寒稽古の様子であ る。当時保育園から中学生まで

35名の団員が在籍し、 週 3回の練習のほか、夏と冬に特別j

稽古が実施された。

子供たちが立っている荷捌 き場の用地は、経団漁港改修

工事の一環と して整備され、昭和48年 3月に完成し た。船

が停泊する泊地 も、この寒稽古の直前に完成。 さっそくサ

ケ、マス漁から帰ってきた漁船が停泊している 。漁港の向

こう側には 、造船所の建物も見える 。

ブルブル寒さに震 えながら懸命に拳を突き 出す子供たち。

前列には緑色の帯を締めた中級者が、 2列目 以降には白帯

の初心者の子供たちが並んでいる 。 稽古の後には 、みんな

で温かいおし るこやぜんざいを味わった。

賎月 (1月) 1日(木)元日

5日(月) 官公庁仕事始め

6日(火) 消防出初め式(市役所周辺ほか)

10日佳) 小学校書初め大会(9:00-----村木小学校)

11日(日)魚津の朝市 (8:00-----魚津港魚市場)/鏡開き

シυース⑩

まち今、2.

自本遭寒稽古(経E漁港)
(昭和50年)

14自体)

15日(ボ

魚津市所蔵美術品選集展〔彫刻J.書・工芸)(25日まで、新川文化ホーjレ)

魚津市成人式 (9:25-----新川文化ホーjレ)

18日(日)

20日(火)

26日(月)

'98スノーバルイン魚津(10:00-----市役所前広場)

大寒

火祭り

|市の人口(平成9年11月末日現在) 男23，325人(+0) 女25，038人(-8)計48，363人(-8)15，065世帯(+15) (前月対出)

子供の頃、背たけより大きな「つらら」を見て「すごいなあ」 と妙に嬉しかったものです。最近では、ほとんど見かけられなく

なりました。これも地球温暖化のせいでしょうか。美しい自然を残すためにも 、今年は地球にいいこと何かしなければ…

自


